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図 1‥(a)DyB2C2の横波弾性定数の温度依存性 (b)HoB2C2の横波弾性定数の温度依存性
はB-singletからなる擬3重項基底状態のモデルを仮定し,ソフト化を説明した.擬3重項
モデルは比熱の結果とも整合する.DyB2C2とHoB2C2はいずれも弾性定数C44のソフト
化が支配的であることから,C44に対応したE対称性の四重極子Oy7,OzxがAFQ相の秩
序変数に強く関与していることを示唆している.またHoB2C2のⅠⅤ相においてソフト化の
急激な増大が縦波を含めた全ての弾性定数に観測された.同時に超音波吸収を観測 し,ⅠⅤ
相の狭い温度領域で弾性定数C44に対応する超音波吸収係数α44の急激な増大がみられた
(図には示さない).超音波吸収係数と弾性定数から見積もられた緩和時間は7--7×10-9
secとなり,ⅠⅤ相内においてきわめてゆっくりとした四重極子ゆらぎが存在することを明
らかにした.
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